
　住宅や店舗の出入口を新たに設ける場合など、道路に関する工事を行う場合には道路法

第２４条の規定に基づく道路工事施行承認の手続きが必要です。

　設置できる出入口の位置や規模、構造には一定の基準がありますが、現況の道路構造や

交通の状況などに応じて内容が変わります。具体的な内容については窓口で事前にご相談

ください。

　なお、工事に要する費用は道路法第５７条の規定により全て申請者の負担となります。

１　出入口の設置場所等
（１）原則として隣接敷地との境界から４ｍ以上、既存の出入口から８ｍ以上の間隔を確

　　保できる場所に設置すること。

　　　また、設置箇所数は同一敷地について１箇所とすること。ただし、交通処理上等の

　　理由から特に必要と認められる場合であって、相互の間隔を原則として８ｍ以上とす

　　るときは２箇所とすることができる。

（２）原則として次に掲げる場所以外であって、道路交通上最も支障が少ないと認められ

　　る場所に設置すること。

　　ア　道路の交差部、接続部又は屈曲部から５ｍ以内の部分

　　イ　横断歩道（停止線）から５ｍ以内の部分

　　ウ　バス停留所から１０ｍ以内の部分及びバス停車帯の部分

　　エ　消防用施設の設置場所から５ｍ以内の部分

　　オ　火災報知機の設置場所から１ｍ以内の部分

　　カ　地下道、地下鉄の出入口及び横断歩道橋の昇降口から５ｍ以内の部分

　　キ　その他、道路管理及び交通安全上支障があると認められる部分

（３）街路樹、大型標識、道路照明灯その他の道路施設の移設を生ずる必要のない位置を

　　設置場所とすること。やむを得ない理由によってそれらの施設の移設を行う場合にお

　　いては、その費用も申請者の負担となります。

２　出入口の規模
　開口部の幅は原則として次の大きさとなります。ただし、出入口を利用する車両の種類

や利用頻度、土地利用計画などによって異なりますので、事前にご相談ください。

 普通自動車（乗用車等）

 大型自動車（トラック等）

　歩車道境界ブロックやガードレールなどは歩道利用者の安全を確保するための施設です

ので、必要以上に撤去することはできません。出入口は土地利用計画上の必要最小限の規

模でのみ設置することが可能です。

出入口等に関する道路工事施行承認申請について

４.２ｍ以下

８.０ｍ以下



３　出入口の構造等
　出入口を新たに設置する場合、一般的には次のような工事が必要になります。

　　①歩車道境界ブロック等の撤去及び復旧　　

　　　　新たな開口部について、端末部の適切な処理やエプロン部等の工事が必要です。

　　　また、不要となった既存出入口の閉鎖が併せて必要となる場合もあります。

　　②歩道舗装の変更

　　　　車両の通行に耐えられるよう、一定範囲の舗装を出入口用に変更する工事が必要

　　　です。出入口を利用する車両の種類等に応じて、工事の内容が変わります。

　　　　地先境界ブロックがある場合には、その強化も必要です。

　　③道路側溝の強化

　　　　車両の通行に耐えられるよう、一定範囲の側溝を強度の高いものに交換する工事

　　　が必要です。

　　　　出入口を利用する車両の種類や土地利用計画によっては、ボックスカルバート等

　　　の暗渠への布設替え工事が必要になります。

　その他、自動車の歩道内へのはみ出し等を防止するための施設（車止め、さく等）を敷

地内に設置してください。

４　事前相談
　道路の現況や土地利用計画がそれぞれ異なるため、出入口の設置については個別の相談

による事項が多くなります。出入口に関する基準を満たせない場合は、建築計画の見直し

などが必要になることもあります。土地利用計画等を作成する早めの段階での相談をお願

いします。

　※事前相談の際には、次のものをご用意ください。

　①現況平面図 ･･･現況の歩道幅員、既存出入口、境界ブロック等、側溝（蓋や壁部の厚

さ）、植栽、集水桝、道路標識等の柱類、横断歩道などの配置状況を

記入したもの。

　②計画図　　 ･･･敷地の利用計画、建物等の配置、駐車スペースなどを記入したもの。

　③現況写真　 ･･･道路側から計画地全体や出入口予定箇所、既存出入口を撮影したもの。

その他、側溝蓋の厚さなど構造物について判るものを適宜。

　問合せ先：埼玉県朝霞県土整備事務所　管理担当

　電　　話：０４８－４７１－４６２５（直通）

　所 在 地：朝霞市浜崎６７８

　　　　　　ＪＲ武蔵野線 北朝霞駅　又は

　　　　　　東武東上線 朝霞台駅から徒歩約５分



道路側溝

（歩 道）

歩車道境界

※原則として、開口部の両側に60cmずつを加えた範囲が施工範囲になります。
　また、現況の道路構造等に応じて別に施工内容を指示することがあります。

① 乗用、小型貨物自動車（２ｔ程度）
　 （転圧）

 5㎝/層 ５㎝

10㎝/層

② 普通貨物、大型貨物自動車等（６.５ｔ以下）
　 （転圧）

 5㎝/層 ５㎝
 5㎝/層 ５㎝

10㎝/層

③ 大型貨物自動車等（６.５ｔ超）
　 （転圧）

 5㎝/層 ５㎝
 5㎝/層

10㎝/層

基　　　層

出入口部の施工範囲及び舗装組成
施 工 範 囲

出入口開口部  歩道舗装部

（車 道）
60cm 60cm

表　　　層

路　　　盤 ２５㎝

路　　　床

表　　　層

路　　　盤 ２５㎝

路　　　床

表　　　層

基　　　層 １０㎝

３０㎝

路　　　床

復旧部分 表　　層 基　　層

（3層）

（3層）

（2層）

（3層）

土又は改良土 

路　　盤 路　　床

使用材料
(再生)密粒度 (再生)粗粒度 再生切込砕石 砂･埋戻用砂質
アスコン　　 アスコン　　 (RC-40)　　 

路　　　盤
















